
総
会
の
冒
頭
、
自
治
連
合
会

の
渡
辺
研
一
会
長
は
「
倉
掛
の

人
々
は
固
定
資
産
税
の
評
価
に

見
合
っ
た
生
活
環
境
を
求
め
て

い
る
。
郷
土
愛
の
心
を
柱
と
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
、
自
治

組
織
強
化
を
訴
え
た
。

続
い
て
三
月
末
で
自
治
連
合

会
を
引
退
し
た
大
坪
正
広
前
会

長
に
対
し
、
長
期
の
献
身
的
活

動
を
讃
え
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

議
題
に
入
り
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
人
事
案
と
、
環
境
衛

生
部
長
の
役
職
名
を
環
境
部
長

に
変
更
す
る
件
を
一
括
審
議
。

ま
た
、
昨
年
度
並
み
の
自
治
会

費
収
入
を
見
込
ん
だ
十
六
年
度

予
算
案
は
、
防
火
費
削
減
、
防

犯
費
増
額
で
上
程
さ
れ
、
共
に

承
認
さ
れ
た
。

川
相
益
一
会
計
は
「
自
治
会

費
の
集
金
等
で
は
皆
様
に
お
手

数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
宜
し

く
願
い
た
い
」
と
協
力
を
求
め

た
。こ

の
ほ
か
民
生
児
童
委
員
、

サ
ロ
ン
あ
す
は
代
表
、
郷
社
総

代
を
兼
務
す
る
１
組
川
相
肇
氏

が
「
各
自
治
会
長
を
は
じ
め
、

皆
様
方
の
気
配
り
で
明
る
く
住

み
良
い
倉
掛
地
区
を
築
き
ま
し

ょ
う
」
と
、
出
席
者
に
呼
び
掛

け
た
。

平
成
十
六
年
度
倉
掛
自
治
連

合
会
役
員
が
左
記
の
と
お
り
決

定
し
、
会
長
に
は
渡
辺
研
一
さ

ん
が
就
任
し
た
。

◇

◇

会

長

渡
辺

研
一

副
会
長

妹
尾

一
成

会

計

川
相

益
一

総
務
広
報
部
長

長
尾

謙
治

消
防
部
長

瀬
川

芳
隆

防
犯
交
通
部
長

井
上

勝
史

福
祉
体
育
部
長

松
井

憲
司

環
境
部
長

倉
橋

一
郎

監

事

川
相

弘
光

監

事

細
羽

正
敏

倉
掛
婦
人
会
が
四
月
九
日
、

平
成
十
六
年
度
支
部
総
会
を
開

き
、
年
間
活
動
な
ど
を
取
り
決

め
た
。
新
役
員
は
従
来
ど
お
り

五
人
。
支
部
長
に
就
任
し
た
16

組
の
川
上
薫
さ
ん
は
「
婦
人
会

の
事
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
の

で
宜
し
く
ご
指
導
下
さ
い
」
と

協
力
を
求
め
て
い
る
。

同
婦
人
会
役
員
は
「
近
年
、

会
員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
組
織
の
維
持
発
展
に
は
地

域
の
皆
様
方
の
ご
理
解
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
る
。

写
真
上
＝
左
か
ら
増
成
容
子

さ
ん
・
濱
田
由
美
さ
ん
・
川
上

薫
さ
ん
・
佐
能
直
子
さ
ん
・
西

山
元
子
さ
ん

〈
倉
掛
婦
人
会
役
員
〉

支
部
長

川
上

薫

副
支
部
長

会

計

西
山

元
子

文
化
教
養

濱
田

由
美

福
祉
生
活

佐
能

直
子

保
健
体
育

増
成

容
子

〈
主
な
活
動
予
定
〉

①

栄
養
教
室
参
加

②

婦
人
学
級
参
加

③

早
朝
街
頭
交
通
指
導

④

研
修
親
睦
旅
行

⑤

井
原
町
盆
踊
り
参
加

⑥

井
原
町
敬
老
会

⑦

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
参
加

⑧

い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
参
加

婦
人
部
長

川
上

薫

少
年
部
長

谷

和
政

早
朝
や
夜
間
の
安
全
に
役
立

っ
て
い
る
防
犯
灯
（
公
衆
街
路

灯
）
の
新
設
を
倉
掛
自
治
連
合

会
が
受
け
付
け
て
い
る
。

倉
掛
地
内
に
は
約
七
十
の
防

犯
灯
や
水
銀
灯
が
あ
る
も
の

の
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
所
に

無
い
な
ど
、
一
定
し
て
い
な
い

の
が
実
状
。

自
治
連
合
会
の
井
上
勝
史
防

犯
交
通
部
長
は
「
器
具
の
設
置

及
び
修
理
費
用
は
自
治
会
が
負

担
。
個
人
負
担
と
な
る
電
気
料

金
は
一
灯
あ
た
り
年
間
三
千
円

程
度
で
す
」
と
説
明
し
、
ス
ポ

ン
サ
ー
を
募
集
し
て
い
る
。

平
成
十
六
年
度
倉
掛
少
年
団

関
係
者
の
役
員
構
成
と
年
間
活

動
予
定
が
決
ま
っ
た
。

育
成
会
の
谷
和
政
会
長
は
、

「
団
員
は
昨
年
よ
り
二
人
増
え

て
十
八
人
。
キ
ャ
ン
プ
は
吉
備

高
原
で
す
。
清
掃
活
動
や
廃
品

回
収
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の

人
達
と
交
流
を
図
り
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

《
倉
掛
少
年
団
育
成
会
》

会

長

谷

和
政

副
会
長

濱
田

好
宏

副
会
長

小
川

泰
之

副
会
長

平
井

文
子

副
会
長

神
崎

友
子

会

計

川
上

吉
弘

《
倉

掛

少

年

団
》

団

長

山
岡

弘
樹

副
団
長

谷

知
美
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倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会 長 ／ 渡 辺 研 一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

「
税
評
価
に
見
合
う
環
境
を
」

平
成
十
六
年
度
の
倉
掛
自
治
会
総
会
が
四
月
三
日
、
第
３
部

消
防
機
庫
で
開
か
れ
、
各
組
の
新
自
治
会
長
ら
約
五
十
人
が
出

席
し
て
予
算
案
な
ど
を
審
議
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）船橋 知
２ 組（ 6）若林 則義
３ 組（10）宮本 晴市
４ 組（ 5）関戸 啓二
５－１組（12）山岡 徹明
５－２組（13）岡本 武子
６ 組（11）藤井 顕治
７ 組（ 8）前田 実
８ 組（18）森兼 宏之
９ 組（ 7）笠行 剛次

１０ 組（ 6）安原 陽子
１１ 組（ 7）山口 政春
１２－１組（ 7）井上 重光
１２－２組（14）神崎 節夫
１３－１組（ 6）吉実 君治
１３－２組（13）倉橋 弘一
１３－３組（18）佐藤 敏明
１４ 組（14）岡野 英樹
１５－１組（10）塚村 秀司
１５－２組（ 9）小田原勝昭
１６ 組（16）渡辺 徳夫
１７ 組（10）渡辺 幸枝
１８－１組（ 8）清水 俊治
１８－２組（10）松田 玉子
１８－３組（ 8）佐藤 伯志

自治会総会

電
気
料
は
個
人
負
担

平成１６年度自治会長

川
上
支
部
長
ら
協
力
要
請

倉
掛
婦
人
会
総
会

自治連合会

大
坪
前
会
長
に
感
謝
状

倉掛少年団員名簿

団
長
は
山
岡
弘
樹
君

倉掛少年団
学 年 氏 名 保護者

濱田和紀 好 宏

山岡弘樹 理 恵
増成大貴 実

６年 平井温子 文 子
横田博子 知 恵

森 生子 吉 生

谷 知美 和 政
守屋淳美 英 明

岡藤航平 良 二
川上悟史 吉 弘

小谷咲乃 規 之
５年 小川真奈 泰 之

神崎千尋 友 子
佐藤翔平 謙 治

佐藤航平 謙 治

吉川直輝 理津子
４年 浅井祐理 和 子

渡邊琴美 裕 子



サ
ロ
ン
あ
す
は
の
集
い
が
三

月
三
十
一
日
午
前
十
一
時
か
ら

郷
社
境
内
で
開
か
れ
、
会
員
ら

四
十
六
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
川
相
肇
代
表

が
「
多
く
の
ご
参
加
を
頂
き
有

り
難
い
。
し
っ
か
り
楽
し
ん
で

下
さ
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
井

原
医
師
会
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
高
橋
尚
主
事
が
「
健
康

面
だ
け
で
な
く
、
オ
レ
オ
レ
詐

欺
な
ど
に
も
十
分
気
を
つ
け
て

下
さ
い
」
と
、
生
活
全
般
に
関

す
る
ミ
ニ
講
話
を
行
っ
た
。

お
楽
し
み
会
で
は
炭
坑
節
や

草
津
節
の
民
謡
に
合
わ
せ
て
踊

り
の
輪
が
で
き
る
な
ど
、
良
き

時
代
の
花
見
が
蘇
っ
た
。

組
片
岡
春
枝
さ
ん
は
「
随

分
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
ね
。

近
頃
は
人
々
が
疎
遠
に
な
り
が

ち
。
お
互
い
に
元
気
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
、
サ
ロ
ン
拡
大

を
呼
び
掛
け
た
。

境
内
に
満
開
の
桜
が
咲
き
乱

れ
る
郷
社
足
次
山
神
社
の
大
祭

が
四
月
四
日
に
執
り
行
わ
れ

た
。
日
曜
日
と
重
な
っ
た
も
の

の
、
前
夜
か
ら
の
雨
で
参
拝
者

の
出
足
は
や
や
鈍
っ
た
。

午
前
十
時
か
ら
の
祭
典
で
は

倉
掛
と
夏
目
の
女
子
四
人
が
巫

女
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
優
雅

な
舞
い
を
奉
納
し
た
。

祭
り
を
終
え
て
境
内
に
静
け

さ
が
戻
っ
た
午
後
五
時
半
か

ら
、
倉
掛
少
年
団
員
と
同
育
成

会
員
が
清
掃
奉
仕
作
業
に
精
を

出
し
た
。

育
成
会
の
谷
和
政
会
長
は
、

「
最
近
は
皆
さ
ん
の
マ
ナ
ー
が

向
上
し
て
ゴ
ミ
の
量
が
減
り
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
ど
倉
掛
自
治
連
合
会

が
古
い
書
類
な
ど
を
整
理
中
、

昭
和
46
年
４
月
25
日
に
発
行
し

た
「
倉
掛
自
治
連
合
会
会
報
」

の
創
刊
号
が
見
つ
か
っ
た
。

紙
面
は
Ｂ
５
版
４
ペ
ー
ジ
。

当
時
会
長
だ
っ
た
故
妹
尾
梅
夫

さ
ん
の
「
区
画
整
理
事
業
も
日

毎
に
姿
を
整
え
つ
つ
あ
る
」

と
、
倉
掛
の
発
展
を
綴
っ
た
挨

拶
に
始
ま
り
、
故
山
岡
昇
市
長

や
山
岡
盛
男
元
市
議
の
創
刊
祝

辞
が
続
く
。
少
年
団
育
成
会
長

だ
っ
た
妹
尾
磯
吉
さ
ん
は
「
友

情
・
秩
序
・
奉
仕
の
心
を
育

み
、
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望
を

与
え
た
い
」
と
し
て
活
動
支
援

を
要
請
。
こ
の
ほ
か
、
連
合
会

役
員
の
建
設
的
な
意
見
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
52
年
と
53
年
に

郷
社
で
開
催
さ
れ
た
倉
掛
運
動

会
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
も
出
て
き

た
。
開
局
前
後
の
井
原
放
送
が

撮
影
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
が
、
画
質
レ
ベ
ル
は
今
ほ
ど

高
く
な
い
。
希
望
者
に
は
貸
し

出
し
も
行
う
。
申
し
込
み
は
自

治
連
合
会
役
員
ま
で
。
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4/18  井原町春季球技大会（井小）
開会式 ８:30～

4/25  倉掛少年団桜記念植樹
倉掛公園 ９：00～

5/ 8  資源の日 古紙・古着等収集
７：30～９：00

5/14  事業所自治会費集金
5/15  自治連合会防犯パトロール
5/16  倉掛少年団清掃奉仕作業

８：30～
5/23～30 倉掛全戸溝掃除（８日間）
6/ 6  汚泥回収 ８：30～

消火器薬剤入替 10：00～
6/ 6  倉掛少年団廃品回収

８：30～
6/ 6  消防団第３部試運転日
6/12  資源の日 古紙・古着等収集

７：30～９：00
6/19  自治連合防犯パトロール
6/20  井原学区少年団球技大会
7/10  資源の日 古紙・古着等収集

７：30～９：00

井原中学校ＰＴＡ新聞がこのほど、第５回岡
山県ＰＴＡ広報紙コンクールで「県ＰＴＡ

連合会長賞」を受賞した。これは各学校が発行
している広報紙の資質向上を図ろうと行われて
いるもので、小・中学校から計１９１点の応募
があった。同中学校は過去にも中国新聞社が主
催した同様のコンクールで大賞を受賞してお
り、広報部の評価が一段と高まっている。

昨年度倉掛婦人会が井原分団第３部消防機庫
へ座布団１０枚を寄贈した。同婦人会はこ

れまでも座布団や座卓などを贈り、機庫の備品
充実を図ってきた。第３部の柳本兼志部長は、
「お心遣いには恐縮しています。有り難うござ
いました」と感謝している。

倉掛地内に関係するフレスタ以北の井原駅前
通り東側歩道拡張工事が３月末で完了。一

昨年12月の西側面着工から１年４ヶ月を要した
工事はすべて終わり、駅前通りの景観は一体化
すると共に、街路樹の植えかえで住民から苦情
の多かった“落ち葉の悩み”も解消した。

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

電
話
を
掛
け
る
と
「
は
い
、

倉
掛
公
民
館
で
す
」
と
、
女
性

職
員
の
さ
わ
や
か
な
声
が
…
。

夢
で
は
な
く
現
実
だ
。
と
い

っ
て
も
広
島
市
安
佐
北
区
倉
掛

の
お
話
し
。
当
地
倉
掛
と
同
じ

地
名
は
全
国
に
い
く
つ
か
あ
る

だ
ろ
う
が
、
お
隣
り
広
島
に
私

た
ち
が
建
設
を
願
っ
て
い
る
の

と
同
じ
名
称
の
「
倉
掛
公
民

館
」
が
実
在
し
て
い
た
。

広
島
の
倉
掛
地
区
は
新
興
住

宅
団
地
に
あ
っ
て
約
６
４
５
０

人
（
約
２
４
５
０
戸
）
が
住

み
、
何
と
倉
掛
小
学
校
も
あ
る

と
い
う
。
私
た
ち
井
原
の
倉
掛

と
は
規
模
に
お
い
て
比
較
に
な

ら
な
い
。

寺
尾
昭
二
館
長
は
「
こ
の
辺

り
は
西
日
本
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
と

し
て
、
昭
和
40
年
代
後
半
に
造

成
さ
れ
発
展
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
ご
縁
に
宜
し
く
願
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。

広
島
の
倉
掛
公
民
館
は
平
成

元
年
四
月
に
完
成
。
２
５
０
人

収
容
の
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
二

つ
の
研
修
室
や
会
議
室
・
図
書

室
・
和
室
な
ど
を
有
し
、
地
域

の
活
動
拠
点
と
し
て
多
く
の

人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
倉
掛
新
聞
編
集
委
員
会
）

見つけました

「はい、倉掛公民館です」
広島市安佐北区倉掛に実在

桜満開の 郷社まつり

春雨で人出鈍る

サ
ロ
ン

あ
す
は

巫女舞いを奉納する（左から）倉掛１６組佐能紗
耶香さん、夏目地区佐藤ひふみさん、同藤井采佳
さん、倉掛５－２組細羽いづみさん

11

書
類
整
理
中
見
つ
か
る

自
治
会
会
報
や

運
動
会
ビ
デ
オ


